
 

 

 

 

 

 

 

（組合）安全教育は何に従ってやっているのか。設備の触車防止手引きか 

（会社）そうだ 

（組合）運車への教育は 

（会社）今回の事は触車防止に係る場所ではなく、手刈りでやっている 

（組合）フェンスの中でも７メートル入っていないのか 

（会社）入っていない 

（組合）トラフの前まで作業しているが 

（会社）そこについては現場で打ち合わせている。点呼では保技セが線路。フェンス外が車セとしている 

（組合）実際にやったのが車セ。フェンス内に入ったのは問題ではないか 

（会社）問題があったのか 

（組合）上は保技セ。下は車セ。そういう説明でやっている。所長に聞いても大丈夫としか言わない。専門外

からしてもルールが守られていないと感じる。 

（会社）ルールが守られていないとは？ 

（組合）半分は手刈りでやっているが、低いところ。高いところでしか指示されていない。 

（会社）見張りに従ってもらえば問題ない。 

（組合）触車防止手引きは関係ないのか 

（会社）当然、関係がある。保技セは適応範囲内。運輸は外でやっている 

（組合）桐保は手引きの中でやっていて車セは別なのか。退避合図などやっていれば同じでは 

（会社）本来いらない見張りを立ててやっている。より安全にやっている 

（組合）前提として触車防止の範囲内の作業だったのか、ないのか 

（会社）遠いところと認識している。それでやれば考えられない 

（組合）車セとしての業務ではない。所長の指示というが 

（会社）０か１００ではない。出来ることはやっていく 

（組合）初めての他系統との作業だが教育は 

（会社）やれるところでやっている。今回は鎌での作業であり特段関係ない。 

（組合）車セは業務外の作業。保線のルールでやるのであれば教育すべきでは 

（会社）不安な点は解消するために現地に行っている 

（組合）これだけ話しても認識が全く合わない。これは受け止めてもらいたい。仮に列車が止まってしった場

合の打ち合わせは 

（会社）そういうことは指示に従ってもらえば問題ない 

（組合）今回のコスト削減はどれだけか 

（会社）具体的には出せない。自宅待機が活用できてよかったのでは 

（組合）優先順位の低い場所は予算がつかないと思うが 

（会社）面積でやっているのでどこでやっても単価は変わらない。もともとの予算があり保技セは緊急性のあ

る場所にお金をかけて、緊急性のない場所にはお金をかけるとはならないが、ほっておくわけにはい

かない 

（組合）Ｐ会社に仕事を委託した経緯は 

（会社）斜面など難しい場所をお願いしている。苦情対応は直轄で素早く対応する 

（組合）単純に外注費か 

（会社）そうだ。しかし、自宅待機を活用できた部分ではコスト削減されるのでは 

（組合）車セは自宅待機していないが 

（会社）車セだけでの話ではない                                ③へ 
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